
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

  

 日本語力アップ 
 

 シンチャオ先輩 

♦ 豪州日産鋳物工場 香川 龍（Vinh Quang Long）様 

 

 日本語でお仕事 

♦ 日本人の方への質問 

   ベトナム雑貨店「ホアリー/Hoa Ly」 オーナー 高野 有貴様 

♦ ベトナム人の方への質問 

       ベトナム雑貨店「ホアリー/Hoa Ly」 アルバイト Phan Nguyễn Như Quỳnh様 

 

 笑顔の日本語クラス 

 

 日本への道 

♦ 北海道教育大学札幌校 留学生 Phan Gia Nhật様 
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近年、情報技術の発達で、プレゼンテーションや授業をするとき、

「パワーポイント」を活用することは少なくありません。しかし、教

室の設備などによりパワーポイントは使えない場合もあります。その

ようなときのために KP 法をご紹介致します。KPとは何を意味して

いると思いますか。紙芝居（Kamishibai）プレゼンテーション 

（Presentation）の略です。ただ、この KP法は紙芝居とはちょっと

違います。川嶋直さんという方が発案者で著書もありますし、youtube

で実演も見ることができます。 

 

 

ホワイトボード、A4の紙、マグネット（上記の画像では、見えにくいですが白くて長いマグネットが

使用されています。）、水性のマーカー（発案者の川嶋さんは赤と青のマーカーをよく使うそうです。）が

あれば KP法でプレゼンテーションできます。 

KP法のいい点は、以下です。 

・キーワードが書かれた紙を順々に貼っていくので、キーワードを目で順次、追うことができる。 

・学習者/聴衆が聞くだけにならない。 

・部屋を暗くする必要がない。 

また、相手に手書きで（字が上手下手は別として）言いたいことを伝えようとするため、聞く側にもそ

の心が伝わるといういい点があります。ただ、A4の紙にキーワードの手書きですと、大人数には向きま

せん。薄い紙一枚なので、ヒラヒラと紙が飛んでいってしまうこともあります。そして、図表や写真の紹

介には適していません。 

 KP法のいい点と弱点を理解した上で、KP法を活用されることをお勧めします。学習者が発表すると

き、KP法を活用すれば、キーワードが書かれた紙を貼っていくので、原稿を盗み見る必要がなくなりま

す。また、自分で字を書くことにより学習者/発表者の頭の中にキーワードが残り、話す内容が整理され

ます。発表するとき、書かれた字が曲がっていたり、マグネットがずれてしまったり、紙がヒラヒラとど

こかへ飛んでいってしまうのもご愛敬になるかもしれません。（笑） 

【KP法の応用】 

グループ活動の際、ちょっと工夫すれば活用できます。A4 の紙では大きすぎます。A4 の紙を 6 等分

に切り、キーワードを一枚、一枚に書き、机の上に並べて発表します。お互い耳と目で確認できるので、

質問しやすくなったり、コミュニケ－ションが取りやすくなったりします。紙の色を変えて、「ミニ KP

法」にアクセントをつけてみる、注意を引きたいときは、ピンク色、水色、黄色の紙を使う（原色の紙は

書いた文字が見えなくなってしまうので、薄い色の紙がいいでしょう。）などしてみるのもいいかもしれ

ません。いつもとは違ったグループ活動が期待できるかもしれませんね。みなさんの「オリジナルKP法」

でクラス活動が活発になるといいですね！ 

参考：プレゼンテーションは PREPで構成+話し合いは

LOVEで行こう 【KP法動画シリーズ 15】

https://www.youtube.com/watch?v=Og6JKigDgUA 

日本語力アップ 第 7 回 

KP法の紹介 

参考文献： 

川嶋 直(2013)『KP法 シンプルに伝える紙芝居プレゼンテーション』みくに出版 

https://www.youtube.com/watch?v=Og6JKigDgUA


                                                                                                                

 

 

今号は、現在オーストラリアのメルボルン在住で、これまでいろいろな国でエンジニアとしてお仕事をしてこられた方に

お話を伺いました。日本語学習者の先輩として、そして人生の先輩としてのお話をぜひみなさんに読んでいただけたらと

思います。インタビューに答えてくださったのは、香川龍（Vinh Quang Long）様です。 

 

◆ 龍さんはホーチミンご出身で、現在はオーストラリアのメルボルン在住。エンジニア

としてこれまでいろいろな国でいろいろな外国語を使って留学やお仕事をしてこられ

たということですが、今までどんな国でどんなことばを使って生活なさいましたか？ 

私は、旧サイゴンで生まれ中国系のベトナム人でした。ベトナムの Phu Tho 工業大学電

気科 1年生を中退し日本へ渡り日本語を勉強し姫路工業大学（当時の大学名）の産

業機械科を卒業しました。その後日本、オーストラリア、ベトナム、中国、台湾、アメリカ

でそれぞれ日本語、英語、ベトナム語、中国語を使って仕事をしていました。現在使用

している主な言葉は英語と日本語です。 

 

※執筆者の日本語を一部修正して掲載しています。 

◆ それぞれのことばはどこで、どのぐらい、

どうやって学ばれましたか？ 

ベトナム語と中国語は小学校から高校卒業

まで同時に勉強しました。英語は、当時の

ベトナムでは、高校から必修科目となってい

ました。日本語は、日本にわたってから文

部省主催関西国際日本語学友会で 1年

半勉強しました。それから日本からオースト

ラリアへ移住し、オーストラリアで再度英語

を勉強しました。 

 

◆ その中で学びやすいことば、学びにくいことばがありましたか。それはどうしてですか。 

ベトナム語と中国語は、母国語のため特に問題はありませんでしたが、日本語の外来語

（カタカナ）は、私にとって難しかったです。それは、日本語の外来語が、ヨーロッパや北

米から来ている言葉が日本語に変換されたもので、原語と発音が違っているためです。 

また、日本語の敬語の使い方です。丁寧語とよく混同してしまいます。 

英語は、案外と学びやすい言葉です。世界中で、英語を使っている人種があまりにもた

くさんいるので間違って話しても、おかしくないからそれほど気を使いません。 

 ◆ いろいろなことばができてよかったと思うことはなんですか。 

ポケットに入っているお金の種類と同じで、種類が多ければ多いほどその国に行くと便利です。 

 ◆ 龍さんはエンジニアということですが、それぞれのことば

で高度な専門用語を使ってお仕事をするのは大変な

のではないかと思います。なにかよい勉強方法があっ

たら教えてください。 

専門用語は、言葉から言葉へ変換しやすいので専門語の

辞書があれば間に合います。その上、専門分野で使ってい

る専門用語はその専門分野でしか使用されてないので、た

とえば、自動車分野でエンジン関係の仕事に従事する場

合、自動車のエンジン関係の専門用語を知っておけばよい

のです。専門用語よりも現場用語の方が重要です。現場用

語の勉強は、現場で体で覚えるしかないと思います。 

 

◆ いろいろな国でいろいろなことばを使って留学や仕事、生活をするな

かで苦労したことや難しいと思ったことがあれば聞かせてください。 

国が違うと文化も違ってきますから、その国の文化と習慣を理解し尊重

することが非常に大切です。これは一例ですが、オーストラリアのチーム

を日本へ研修に連れて行った時のことです。現場朝礼の時、オーストラ

リアのチームの中にアジア系のバックグランドを持つ人がいました。その

人が胸の前で両腕を組みながら朝礼を聞いた時、日本の工場長がそれ

を見て大変怒りました。私も最初なぜ怒ったか理解できませんでしたが、

その後話を聞いたところ、胸の前で両腕を組んだのを見て、行儀が悪い

と思われたようです。ベトナムの場合、この両腕を組む行為は年配の方

に対して敬意を持った姿勢なのです。ほんの少しのことでこのように誤解

が生じる場合があります。難しいです。 

 
◆ これから後輩たちはグローバル化が進む社会で生きて

いくことになりますが、異文化環境で仕事や生活をする

上で気をつけたほうがいいことはなんでしょうか。 

心の垣根をなくすことで異文化をより理解することができま

す。「垣根をなくす」とは人種、国別、宗教と信仰などの境を

なくして「人間はみんな同じ」と考えることです。”私は、ベト

ナム人“、”あなたは、中国人“、”彼は、日本人“ と区別し

ないことです。難しいことですが、お互いに頑張りましょう。 

◆ 日本語を勉強している生徒や学生たちへ、ほかにな

にかアドバイスやメッセージがあればお願いします。 

日本は、とても進んでいる国です。これから日本と交流す

る意味で、日本語はとても重要な道具です。苦にしないで

楽しく日本語を勉強してください。必ず、役に立ちます、一

生役に立ちます。 

 



 

  

「日本語でお仕事」のコーナーでは、日本語を使ってお仕事をし

ているベトナム人の方のお話を記事にすると共に、同一の職場で

働く日本人にもお話を伺い、立場の異なる視点から仕事について

感じたことや経験について記事にし、掲載しています。                                        

今号のインタビューに答えてくださった日本人の方は、 

ベトナム雑貨店HOA LYオーナーの高野有貴様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆貴店の概要を教えてください。また、なぜQuynhさんを採用なさ

いましたか。 

２０１４年 7 月ダナン・成田の直行便就航と同時期にダナン市内で

初の日本人のお客様向けのベトナム雑貨店をベトナム人の主人と共

にオープンしました。取り扱い商品は、多岐に渡り刺繍やビーズを

あしらった定番のベトナム土産のバッグ、ポーチの他バッチャン焼

きの焼物、ベトナムビーズサンダル、ベトナム民族衣装のアオザイ、

プラカゴ、Tシャツ、スカーフだけでなくオリジナル商品やベトナム

コーヒー、お茶、中部限定お菓子やお勧めの調味料などベトナム全

土から集めた商品をセレクトして取り扱っています。 

Quynhさんを採用した理由：ダナン外国語大学で日本語教師をされ

ているシニアボランティアの先生からご紹介頂き既に働いていた当

時大学２年生の生徒さん４名のうち１名が突然アルバイトを辞めて

しまったので、アルバイトをしている学生さんからの紹介でQuynh

さんを紹介してもらいました。面接時から日本語能力が高く熱心で

真面目な印象があり採用しました。 

◆業務内容を教えてください。また勤務時間はどれくら

いですか。 

勤務時間は、朝8時 20分～17時頃です。お店の営業

時間は、朝8時半〜18時となっておりますが、私は基

本朝から夕方 17 時頃まではお店に立ち、帰宅後、子供

達の世話や家事をしたりして、お店は夫やスタッフにお

任せしています。 

業務内容は、商品の売れ行き状況の確認や商品の仕入れ

や在庫管理、スタッフの接客の対応などの指導などお店

全般の店舗管理などを行っています。 

 

◆ベトナム人と働いてみて驚いたことはなんですか。 

ベトナム人と働いてみて驚いた事は数えきれない程エピソードがたくさんあります。 

ここに書き出したら１冊本が書けるのではないかと思うくらいです。直接スタッフに日本との働き方の違いなどを伝えることもあ

りますが、あまりに細かいのでまだ話しきれていない事もあります。私の細かい話を聞いてスタッフ皆が驚いています。 

 

・アルバイトを始めたばかりのベトナム人スタッフに共通することですがお客様を迎える姿勢や待機の姿勢（立つ姿勢）、声を掛

けるタイミング、お客様との距離感はどうにかならないかなと思う事がよくあります。接客をする前に必ずレクチャーをしていま

すが、自然にできるようになるまでには１ヶ月程かかるのと、半年ほどで慣れてくるとまた最初の状態に戻ってしまう事が多々あ

り、お店の接客はお店の雰囲気にも繋がるので定期的にレクチャーしなおしたりしています。 

・お客様を迎える姿勢や待機の姿勢は、大抵のスタッフは休めの態勢でだらしなく、時にはお客様が見ていないだろうと思い壁に

よりかかってしまうこともあります。お客様が見ていなくても自然に失礼にならない姿勢を保てるよう説明したりしています。 

・お客様に声を掛けるタイミングですが声を掛けず黙ってお客様の後を付けていってしまうスタイルが多いです。日本の場合であ

れば軽く案内をしたり過剰に声を掛けずとも何かあれば声をかけてもらえるような姿勢を見せますが、そういった自然な動きがで

きず、だまってお客様からの問いかけを待って後を付けてしまうか、お客様が居ない時に行うような作業に没頭してしまい、お客

様の存在を無視してしまう事がよくあります。お客様から「無言で付いて来て怖い」や「店員さん、ちょっといないの」と声をか

けられるなど何回か注意してもらうようになってどんな風にお客様に対応するのかを学んでいってくれてると思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆職場での失敗談、苦労話をお聞かせください。 

失敗談：ミスが続くとスタッフへの不信感が募り、どんなことでも過剰に確認作業をしてしまい、スタッフ皆が嫌な気分になってし

まったという失敗談はあります。日本ではお客様第一主義ですがベトナムではそうではないので、きちんとスタッフの話も聞きなが

らきちんとフォローをしたり信頼関係を築きながら働きやすい環境を整えなくてはいけないなと思っています。 

苦労話：日本人は、本音を言わないところが多いので介助が必要なお客様などに声をかける時に断られるとそのまま引き下がってし

まう事が多いです。遠慮して断ってる場合などがほとんどなのですが、それを感じ取ることが難しいようです。（例などとしては、

車いすやベビーカーなどの場合のドアの開け閉めや運びだしなど）ケースバイケースなのでその都度皆に分かりやすく説明するのに

苦労しています。 

個人差はありますが未だに苦労しているのが営業時間ぎりぎりに入られたお客様への対応です。スタッフ全員が18時には帰宅した

いと考えていたり予定を入れている事が多く、露骨に嫌な顔や態度に出ています。お客様によってはゆっくりお買い物をされたい方

もいるのですが、お客様の立場にたってというのはなかなか難しいようです。 

日本語を話せるスタッフを雇っているのは、お客様が安心してお買い物を楽しんでもらう事とスタッフにいろんな日本人の方と接す

ることで実践的に日本語を学んでもらう機会がもてたらと思っていますが、なかなかその気持ちが伝わらない点は多いです。 

◆働いていて嬉しかったこと、楽しかったお話しはありますか。 

日本語の語彙や使い回しをより多く学びたいと思っているアルバイトの子達が多く、私とお客様とのやりとりを興味深く聞いて、質

問したり次に実践して他のお客様に試したりしているスタッフの姿を見ると成長が感じられて嬉しくなります。 

◆働く上で大切にしていることはなんですか。 

何があっても仕事をしている時は、お客様にベトナムを紹介する代表として接することができたらなと思っています。業務上いろん

な業務をしながら接客をすることになりますが、いつでもお客様を笑顔で迎えられるようにしたいと思っています。 

ベトナムは、良くも悪くも成長著しいエネルギッシュな国です。お店に入ってホッと一息ついてゆっくりお買い物を楽しんで頂ける

ような雰囲気が作れるようスタッフ皆でお店を築きあげていけたらと思っています。 

◆将来の夢、目標はなんですか。 

良い意味で変わらずお客様に愛されるお店つくりをしていきたいというのと、また新しい展開で日本人のお客様にベトナム中部に遊

びに来て頂けるようなお店をもう１軒オープンしたいなと思っています。 

後は、一緒に働くベトナム人スタッフの学生が多いので、仕事への責任感や日本人との接し方など、細かい点をいろいろ教えて将来

の仕事に繋げていってくれたら良いなと思っています。 

◆日本語でのお仕事を目指している方へのコメント、アドバイスをお願いします。 

仕事への好奇心や日本語への向上心をいつまでももち続けて欲しいと思います。ある程度のレベルに達すると好奇心や向上心が少し

ずつ萎んでしまい、なかなかスキルアップも難しくなります。どんな小さな目標設定でも良いので、目標をたてて進むと日本語を使

って仕事をすることが楽しくなると思います。 

また、自分が仕事でどのような位置づけなのかを把握して動くということも大事だと思います。与えられた仕事だけをこなすだけで

は十分ではなく自分の立場でどのように会社（組織）に貢献できるのかが大事だと思います。 

・お客様との距離感は、日本だと１m 程あきますが、大抵のスタッフは体が密着するのではないかと思うような３０センチぐらい

の距離感で買い物カゴを渡してしまったりして対応してしまうこともあります。 

日本では、お客様の立場で接客を受ける機会もあり、日常で普通に知り得る事ができますが、ベトナムではなかなかお手本になる接

客を受けていないということも原因なのかなと思っています。 

後は、アルバイトは基本シフト制ですが急な休みや変更、遅刻や早退も多く、責任感に欠けてるなと感じ驚くことはあります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※執筆者の書いたベトナム語を翻訳して掲載しています。 

 

◆将来の夢、目標はなんですか。 

将来、日本で5年間ぐらい働きたいです。その後、大学で勉強した知識とホアリーで学んだことを生かして、自分のビジネス

を始めたいと思います。 

◆今の仕事を始めたきっかけは何ですか。 

日本語学習者として、いつも自分の日本語能力が発揮できる仕

事を探しています。ホアリーショップは日本人のお客様向けの

雑貨店です。店長はいつも私のような学生のために、勉強もで

きる環境をできるだけ作ってくださいます。それに、仕事と勉

強の時間を自由に調整できるし、コミュニケーション能力も向

上させることができるチャンスだと思ったので、ここで働くこ

とにしました。 

◆業務内容を教えてください。また勤務時間はどれくらいです

か。 

商品を並べたり、お客様の希望に合う商品を紹介したり、それ

を包装したりするのが私の役割です。 

大学で授業もあるので週三日、一日5時間ぐらいだけ働いてい

ます。 

 

◆日本語でのお仕事を目指している方へのコメント、アドバイスをお願いします。 

外国語はコミュニケーションの手段だけではなく、世界中の多くの民族の文明を学ぶ道具でもあると思います。ですから、日

本語を使う仕事を探している方にはいつまでもいつでも日本語能力を高める努力をしてほしいです。 

皆さんご自身で選んだ道でのご活躍を心から祈っています。 

◆日本人と働いてみて驚いたことはなんですか。 

日本人と働くのは、ホアリーでのお仕事が初めてです。

働き始めて驚いたのは、仕事での日本人の気配りと丁寧

さです。また、「お客様第一主義」ということばを以前聞

いたことがありますが、ホアリーで働いて、本当にその

ことばの意味を実感することができました。そのため、

いつもがんばらなくてはいけないと思います。 
◆職場での失敗談、苦労話をお聞かせください。 

勤務当初は今よりも日本語能力が低かったので、時々日本語を

間違って理解していました。たとえば、プレゼントを分けやす

くするために小さな袋を無料で供与するサービスがホアリーに

あるのですが、お客様に「小分けの袋が入りますか?」と聞くと、

「いいえ、いりません」の代わりに、「いいです」や「大丈夫で

す」で答えるお客様がいらっしゃいます。この日本語を聞いて、

以前私は「お客様は小分けの袋を必要としている」と勘違いし

ていましたので、お客様の日本語を正しく理解することに苦労

していました。 

◆働いていて嬉しかったこと、楽しかったお話しはあり

ますか。 

話しきれないほどありますよ。たとえば、おもしろい日

本人のお客様と話せたことや、お客様からお菓子などを

いただいたこと、大学では勉強できないことが学べたこ

となどです。 

でも最も大切なのは、店長と出会えたこと、そして職場

で優しい友達ができたことです。 

◆働く上で大切にしていることはなんですか。 

働く上で大切にしているのは他の人と分かり合おうとすることと助け合うことです。集団で働く時、互いに相手のことを理解

しようという気持ちと、相手の長所や弱点を言い合えるような素直な性格があれば、お互いの欠点を改善できるだろうし、仕

事の質も高まるだろうと思います。みんなの中で信頼関係と助け合える関係ができたら、仕事がうまくいくと信じています。 

 
 

 

 

今回の執筆者はHOA LYでアルバイトとして働く 

ファン・グエン・ニュ・クインさんです。 



 

国際交流基金ベトナム日本文化交流センター（ホーチミン）

で開講されている「総合日本語講座Ａ１」についてうかがい

ました。 

質問に答えてくれたのは、日本語教師のPhuong先生です。 

Q.このクラスのことをおしえてください。 

 

２０１７年１０月から始まった入門のコースで、今１３人の学

習者がいます。１３人は社会人や大学生です。「まるごと（入

門Ａ１）」の「かつどう」と「りかい」を使って勉強しています。 

 

Q.どんなクラスですか。 

 

ベトナム語で話すときはうるさいくらいにぎやかですが、日本

語を使うのはまだまだはずかしいようです。みなさん、大学

や仕事のあとで疲れていますが、授業ではがんばっていま

す。宿題にも積極的にとりくんでいます。 

 Q.この日はどんなことを勉強したんですか。 

 

「まるごと（入門Ａ１）」第８課、「いい部屋ですね」 

を勉強しました。 

 

Q.難しかったですか。 

 

難しくはなかったですが、会話が少し長かったので、本を見

ながら練習しました。みなさんは日本の家の間取り図を見

たのが初めてで、とても興味を持ったようです。日本の子ど

もの部屋と、自分の子どもの部屋を比べてみんなでいろい

ろ話したりしました。教科書には絵や写真がたくさんあるの

で、みなさん楽しんで勉強しています。 

 

 
Phuong先生、クラスのみなさん、 

     どうもありがとうございました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この「日本への道」のコーナーでは、日本に留学経験のあるベト

ナム人の方にお話を伺っています。 

今日本語を学習しているみなさんの中にも、日本への留学に関心

がある人が多いのではないかと思います。留学のためにはどのよ

うな準備が必要か、どの程度の日本語力が必要か、そして日本の

生活がどんなものかを、今留学している先輩のお話を読んで、少

しでも参考にしていただければと思います。 

今回の執筆者は北海道教育大学札幌校に留学中の 

ファン・ヤー・ニャットさんです。 

（所属：フエ大学 フエ外国語大学 日本語・日本文化学部） 

 

 

○どうして留学しようと思ったのですか。また、今どんなことを研究（勉強）していましたか。 

・言語に限らずどんな分野でも、勉強すればするほど、自分の知識がまだまだ足りないことに気付くことができるのだ

と思います。誰でもそうですが、いつも能力を高めなければならない教師はとくにそうです。ですから私は、文部科学

省奨学金に応募しました。 

・現在、日本語教育学研究科の修士課程で勉強しています。 

○留学先でどんな生活を送っていますか。普段の様子や必要な生活費など、よろしければ具体的に教えてください。 

・留学生としての生活を楽しんでいます。文部科学省の奨学金をいただいているので、生活費についてあまり心配せず

に済んでいます。 

・今は勉強に集中したいと思っています。アルバイトをすることで、収入を増やしたり仕事の経験を重ねたり日本語能

力を高めたりすることはできるのですが、今は勉強に集中するため、アルバイトを探すつもりはまだありません。授業

時間外、いつもうちで自習しています。 

・修士の学生のための寮がないので自分でアパートを借りる必要があります。私のアパートは中心部から離れた場所に

あるので、家賃も高くなく、電気代やガス代、水道代なども含めて一ヶ月 5～6万円ぐらいです。食事代は 3万円、交通

費は 1万円ぐらいです。 

○留学前は、いつからどのような準備をしましたか。 

事前準備の上で、準備段階が２つあります： 

1. 奨学金に応募する前： 

・願書：願書の中で最も大事なのは研究企画だと思っていますので、事前にいくつかの研究課題を準備し、専門知識を

持っている知り合いの意見を聞いた後、うまく研究できそうな課題を選びました。 

2. 奨学金をもらった後： 

・出発の５ケ月ぐらい前に奨学金選考結果が出た後、各言語能力の証明書、能力証書などの留学に必要な書類を準備し

始めました。 

・留学する町の位置や気候、物価などを調べてみました。 

・アパートを借りる手続き、インターネット接続の手続き、電話番号の登録方法などを調べました。 

・そのほか大事なのは、海外で留学生として一人暮らしをするという心構えを持つことです。 



 

＊お知らせ＊ 

日本留学Ｑ＆Ａ 

在ベトナム日本国大使館のＷＥＢサイトで、 

日本留学についての様々な情報を知ることができます。 

日本留学に関心のある方は、以下のサイトへアクセスしてみ

てください。 

http://www.vn.emb-japan.go.jp/jp/culture/jp_ryugaku.html 

発行／国際交流基金ベトナム日本文化交流センター 

監修／安藤敏毅（同センター 所長） 

     小川京子（同センター 日本語上級専門家） 

編集／久保田育美（同センター 日本語指導助手） 

     長田あさみ（同センター アジアセンター調整員） 

翻訳／Vương Linh Chi（同センター アシスタントプログラムオフィサー） 

     Bùi Thị Phuong Thảo （同センター アシスタントプログラムオフィサー） 

○日本滞在中に体験したカルチャーショックは何ですか。 

・これまで１０年ほど日本人や日本の文化に触れる機会があり、今回の訪日も４回目となりますので、カルチャーショ

ックを受けたことはとくにありません。ですが強いて言えば、大雨のときも、豪雪のときも、日本人が列に割り込むこ

となく、後から前の人をぐいぐい押すこともなく、きちんと並んでいるところでしょうか。 

○留学していて、大変だと思うことや困っていることは何で

すか。 

・最も大変なのは札幌の気候です。冬が非常に長く、雪も多

いため、移動にとても苦労します。移動の大変さは、自分の

生活や勉強、仕事に大きな影響を与えています。 

○留学していて、楽しいことは何ですか。 

 

・外国語学習者である自分にとって、その言語の国で

暮らし、その言語でその言語を母語とする人と話した

り接したりするのは、これ以上ない喜びだと思いま

す。 

・また日本の食べ物も食べられて旅行もできたこと

が、留学していて楽しいと感じていることです。 

○今後の自分の人生に、留学経験をどのように生かしたいで

すか。また、留学で得られる（得られた）経験を誰に伝えた

いと思いますか。 

・日本で学んだ知識を生かして、これまでの教え方の問題点

を改善し、教師にとってより良い教え方と、学生にとってよ

り良い学び方を身につけたいと思います。 

・チャンスがあれば、日本に留学したい方々に自分の経験を

シェアしたいです。 

留学を考えている人へ、アドバイスをお願いします。 

・アドバイスは一つだけです。留学の目的は「お金」

ではなく「勉強」であるということをしっかり意識し

てください。留学生として来日したのに、勉強せずに

お金のために働くばかりで、結局体調を崩してしまっ

た方を何度も目にしてきましたので。 

※執筆者の書いたベトナム語を翻訳して掲載しています。 

 

http://www.vn.emb-japan.go.jp/jp/culture/jp_ryugaku.html

